
FEATURE STORY

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー（
循
環
経
済
）に
つ
い
て
、
日
本
の
社
会
や
産

業
界
に
は
大
き
な
誤
解
が
あ
る
。
そ
れ
は「
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
解
決
」と
い

う
考
え
方
だ
。
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
の
名
の
通
り
、
そ
の
本
質
は「
循
環
」で
あ
り
、

「
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ル
ー
プ
」（
閉
じ
た
輪
）を
ど
う
形
成
で
き
る
か
だ
。
リ
サ
イ

ク
ル
も
重
要
だ
が
、
リ
デ
ュ
ー
ス（
削
減
）と
リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）抜
き
の
取

り
組
み
は
イ
ン
パ
ク
ト
に
欠
け
る
。

「
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
現
在
の『
リ
ニ
ア（
直
線
的
）

エ
コ
ノ
ミ
ー
』。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題
は
リ
ニ
ア
経
済
が
機
能
し
て

い
な
い
大
き
な
証
拠
だ
。
プ
ラ
を

解
決
で
き
れ
ば
他
の
問
題
を
解
決

で
き
る
。
リ
ニ
ア
経
済
を
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
移
行
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
だ
」

英
国
エ
レ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

財
団
の
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ネ
イ
バ
ー
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
担
当
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
２
０
１
９
年
11
月
、
本

誌
が
ロ
ン
ド
ン
で
開
い
た
研
修
会

で
、
こ
う
力
説
し
た
。
理
事
長
の
エ

レ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
さ
ん（
43
）

は
２
０
０
５
年
に
ヨ
ッ
ト
の
世
界

一
周
記
録（
当
時
）を
打
ち
立
て
た

冒
険
家
だ
。
２
０
１
０
年
の
引
退

直
後
に
財
団
を
立
ち
上
げ
た
。

エ
レ
ン
財
団
の�

�

影
響
力
高
ま
る

エ
レ
ン
さ
ん
は「
現
役
の
時
に

は
記
録
ば
か
り
追
い
、
環
境
問
題

に
は
ま
っ
た
く
興
味
が
無
か
っ
た
。

引
退
後
、
南
半
球
の
島
で
映
画
を

撮
っ
た
時
に
、
海
洋
汚
染
の
深
刻

さ
を
知
っ
た
」と
財
団
設
立
の
理

由
を
語
っ
た（
２
０
１
７
年
12
月

30
日
付
け
英
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
）。

同
財
団
は
冒
険
家
の「
趣
味
の

領
域
」を
は
る
か
に
超
え
、
今
や

ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
１
２
０
人
以
上
。

世
界
最
大
の
機
関
投
資
家
ブ
ラ
ッ

ク
ロ
ッ
ク
や
グ
ー
グ
ル
、
Ｈ
＆
Ｍ
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
や
ユ
ニ
リ
ー
バ
な

ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
11
社
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
、
英

国
だ
け
で
な
く
各
国
政
府
に
も
影

響
力
を
及
ぼ
す
。
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現
を
目
指
す
同

財
団
に
と
っ
て
、
最
大
の
活
動
領

域
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
だ
。

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

動
き
は
欧
州
が「
震
源
地
」だ
。
欧

州
委
員
会
は
２
０
１
５
年
12
月
、

「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
・

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
採
択
。
こ
れ
に

よ
り「
２
０
３
０
年
ま
で
に
自
治

体
の
廃
棄
物
や
包
装
廃
棄
物
の

65
％
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
」「
廃

棄
物
の
埋
め
立
て
を
削
減
す
る
」

「
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
も
取
り
組

（�

オ
ル
タ
ナ
編
集
長
・
森　

摂
、副
編
集
長
・
吉
田 

広
子
、編
集
委
員
・
栗
岡 

理
子
、

瀬
戸
内 

千
代
、高
馬 

卓
史
、羽
生 

の
り
子
、冨
久
岡 

ナ
ヲ
、岩
澤 

里
美
）

英国では使い捨てボトルを減らそうと、店内でマイボトルや専用ボトルによる水の販売を始める試
みも（ロンドン郊外の食品スーパー「ソーントン・バジェンズ」で＝撮影・深海 卓磨）

循
環
経
済
は

Ｒ
よ
り
も
Ｒ

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

リ
サ
イ
ク
ル

リ
デ
ュ
ー
ス
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む
」な
ど
の
新
目
標
に
欧
州
全
体

で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
同

じ
年
に
国
連
が
採
択
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）も
、

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
考

え
方
と
共
通
項
が
多
い
。

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
・

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
代
表
さ
れ
る
新
た

な
枠
組
み
は
、
も
ち
ろ
ん
環
境
問

題
の
解
決
が
目
的
だ
が
、「
こ
れ

ら
を
解
決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
奨

す
る
こ
と
で
、
域
内
企
業
や
社
会

の
競
争
力
を
高
め
る
狙
い
が
あ

る
」（
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ

ン
の
大
舘
弘
昌
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
）。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
る
こ
と
で
、

「
最
初
の
果
実
」を
得
よ
う
と
い

う
戦
略
だ
。

海
洋
プ
ラ
ご
み�
�

循
環
経
済
の
主
題

事
実
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
オ
ラ

ン
ダ
、
ド
イ
ツ
な
ど
各
国
も
相
次

ぎ
独
自
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
打
ち

出
し
た
。「
特
に
オ
ラ
ン
ダ
は

２
０
５
０
年
ま
で
に
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
実
現
す
る
目

標
を
定
め
る
な
ど
意
欲
的
だ
」

（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
中
石
和
良
代
表
理
事
）。

そ
し
て
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
の
実
現
に
向
け
て
、
最
初

に
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁
が

「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
」

だ
っ
た
。
そ
の
原
動
力
の
一
つ
が

「
プ
ラ
を
解
決
で
き
れ
ば
他
の
問

題
を
解
決
で
き
る
」と
意
気
込
む

エ
レ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
財
団
で

あ
り
、
各
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

で
も
あ
る
。

「
英
Ｎ
Ｇ
Ｏ『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
プ

ラ
ネ
ッ
ト
』も
、
ユ
ニ
リ
ー
バ
と

協
働
し
、プ
ラ
削
減
に
取
り
組
む
」

（
下
田
屋
毅
・
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
ジ
ョ

ン
社
長
）。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル

17『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標

を
達
成
し
よ
う
』に
も
合
致
す
る
。

日
本
企
業
も
今
後
は
積
極
的
に
Ｎ

Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
を
進
め

た
方
が
良
い
」（
下
田
屋
氏
）。

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン

の
大
舘
リ
ー
ダ
ー
は「
日
本
は
、

な
お
世
界
２
位
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

輸
出
国
。
毎
分
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
、

年
間
最
大
１
２
０
０
万
㌧
と
さ
れ

る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
汚
染

を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

指
摘
す
る
。

「
閉
じ
た
輪
」を�
�

実
現
で
き
る
か

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
各
国
は

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
中

石
氏
は「
欧
州
の
動
き
を
見
て
い

る
と
、
ま
ず
プ
ラ
容
器
の
リ

デ
ュ
ー
ス（
削
減
）、
そ
れ
か
ら
リ

ユ
ー
ス（
再
利
用
）。
リ
サ
イ
ク
ル

は
最
後
に
来
る
べ
き
も
の
」と
強

調
す
る
。「
２
０
５
０
年
に
脱
カ
ー

ボ
ン
を
目
指
す
な
ら
当
然
、
化
石

燃
料
を
使
わ
な
い
の
が
前
提
。
容

器
も
脱
カ
ー
ボ
ン
が
必
要
だ
」

（
中
石
氏
）。

日
本
の
課
題
は
リ
サ
イ
ク
ル
に

重
点
を
置
き
過
ぎ
て
い
る
こ
と
だ
。

例
え
ば
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
。「
日
本

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
84
・
６
％
」

（
２
０
１
８
年
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
調
べ
）

と
確
か
に
高
い
。

し
か
し
、「
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル

分
」の
う
ち
半
数
近
く
が
海
外
に

輸
出
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
は
中

国
に
輸
出
し
て
い
た
が
、
２
０
１
７

年
12
月
末
に
中
国
は
廃
プ
ラ
の
輸

出
を
禁
止
し
た（
い
わ
ゆ
る「
グ

リ
ー
ン
フ
ェ
ン
ス
問
題
」）。
そ
の

後
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
他
国
へ
の

輸
出
に
振
り
向
け
ら
れ
た
が
、
有

害
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
た
移
動

を
制
限
す
る「
バ
ー
ゼ
ル
条
約
」

で
は
、２
０
２
１
年
１
月
か
ら「
汚

れ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」も
対
象

に
な
る
。
今
後
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

も
原
則
、
国
内
で
処
理
す
る
必
要

性
が
増
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
も
重
要
だ
が
、
む

し
ろ
設
計
段
階
か
ら
ク
ロ
ー
ズ

ド
・
ル
ー
プ（
閉
じ
た
輪
）を
前
提

に
し
、
何
度
も
繰
り
返
し
使
え
る

よ
う
な
製
品
づ
く
り
こ
そ
、
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
真
髄
だ

と
言
え
る
。
日
本
で
事
例
は
ま
だ

少
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
萌
芽
が

見
て
取
れ
る
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
は
、
木
質
由
来
の
セ
ル
ロ
ー
ス

フ
ァ
イ
バ
ー
が
55
％
入
っ
た
バ
イ

オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
エ
コ
カ
ッ
プ

「
森
の
タ
ン
ブ
ラ
ー
」を
共
同
開

発
し
た
。
両
社
は
と
も
に
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
公
式
ス
ポ
ン
サ
ー
で
、
協
働
の

機
運
が
生
ま
れ
た
。

使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ッ

プ
削
減
の
た
め
に「
森
の
タ
ン
ブ

ラ
ー
」を「
マ
イ
カ
ッ
プ
」と
し
て

提
案
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
家
庭
で
繰

り
返
し
使
っ
て
も
ら
う
。
セ
ル

ロ
ー
ス
の
原
料
に
は「
ア
サ
ヒ
の

森
」の
間
伐
材
や
、
ビ
ー
ル
製
造

の
麦
芽
副
産
物
も
使
う
。

セ
ル
ロ
ー
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
の
技

術
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
本
部
が
開
発
し
た
。
同
社

パナソニックとアサヒビールが共同開発したバイオプラ製カップ
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